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「武勇秀月花之内 生田奈えびらの梅」 -魁斎芳年画

梶原源太景季の風流武勇談

``鰻の梅の故事’’

源
平
合
戦
激
動
の
時
代
。
源

平
武
士
は
数
々
の
悲
惨
な

合
戦
に
あ
っ
て
も
、
武
士

の
精
神
性
を
重
視
し
、
合
戦
の
真
っ

只
中
で
も
風
流
心
を
失
わ
ず
、
散
り

ゆ
く
際
も
美
し
く
あ
り
た
い
、
と
い

う
武
士
の
理
念
、
作
法
は
美
し
く
尊

い
。
こ
こ
に
風
流
心
を
貫
い
た
鎌
倉

武
士
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

寿
永
四
年

(
1
1
8
5
)
、
一
の

谷
で
義
経
が
奇
襲
を
か
け
た
こ
ろ
、

平
家
の
東
の
陣
・
生
田
の
森
一
帯
は
、

激
し
い
攻
防
戦
の
真
っ
只
中
に
あ
っ

た
。そ

の
先
陣
は
、
関
東
武
士
・
河
原

太
郎
高
直
、
河
原
次
郎
盛
直
兄
弟
で

あ
っ
た
。
敵
の
陣
地
内
に
、
馬
を
躍

ら
せ
猛
突
進
で
突
入
、
し
か
し
勇
み

足
と
な
り
、
平
家
方
の
弓
の
名
手
・

真
鍋
五
郎
助
光
の
矢
を
受
け
て
二
人

は
射
殺
さ
れ
た
。

第
二
陣
が
梶
原
平
三
景
時
、
梶
原

源
太
景
季
父
子
の
軍
勢
で
あ
る
。
し



か
し
、
こ
れ
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
混

戦
状
態
。
仕
方
な
く
全
軍
は
引
き
揚

げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

景
李
の
姿
が
見
え
な
い
の
で
、
景
時

は
引
き
返
す
。

生
田
の
森
で
は
、
景
李
は
3
 
0
騎
余

り
の
平
家
の
軍
勢
に
囲
ま
れ
苦
戦
し

て
い
た
。
そ
の
さ
な
か
、
景
李
は
美

し
い
梅
の
一
枝
を
、
矢
を
入
れ
る
簾

に
挿
し
て
奮
迅
し
た
と
い
う
。
豪
勇

に
勝
れ
、
優
雅
な
風
姿
。
加
え
て
戦

場
に
あ
っ
て
も
梅
の
香
を
愛
で
る
…

こ
れ
こ
そ
武
士
の
風
流
心
で
あ
り
、

よ
き
た
し
な
み
で
あ
る
と
、
梶
原
は

風
流
武
士
の
異
名
を
と
っ
た
。

そ
の
苦
境
の
場
は
、
引
き
返
し
て

き
た
父
・
景
時
の
助
太
刀
で
逃
れ
た
。

景
時
二
度
の
先
駆
け
“
と
云
わ
れ
る

も
の
。

早
朝
よ
り
始
ま
っ
た
攻
防
戦
も
、

一
の
谷
の
奇
襲
で
平
家
勢
が
総
崩
れ

と
な
り
、
生
田
の
森
も
平
家
敗
北
の

形
相
を
呈
し
て
い
た
。

源
平
」
の
谷
合
戦
“
の
東
の
砦
の

古
戦
場
と
し
て
知
ら
れ
た
生
田
の
森

一
帯
は
、
昼
な
お
暗
い
鬱
蒼
と
し
た

森
で
、
そ
の
中
心
部
に
古
く
か
ら
生

田
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
が
、
今
そ

の
界
隈
・
三
宮
は
夜
の
繁
華
街
と
し

て
賑
わ
い
、
昔
を
偲
ぶ
面
影
は
な
い
。

サ
ム
ラ
イ
、
ハ
ラ
キ
リ
な
ど
バ
イ

オ
レ
ン
ス
:
ン
ー
ン
を
得
意
と
し
た

絵
師
・
芳
年
は
狩
野
派
の
筆
致
で
力

強
く
青
梅
を
描
き
、
一
方
で
鎌
倉
武

士
の
気
骨
を
表
現
し
て
い
る
。
中
央

に
梅
の
小
枝
を
簾
に
挿
し
た
梶
原
源

太
は
馬
を
射
殺
さ
れ
て
徒
足
立
ち
。

兜
も
打
ち
落
と
さ
れ
て
四
人
を
相
手

に
戦
っ
て
い
る
。
対
戦
相
手
は
平
家

の
強
武
者
・
監
物
太
郎
景
信
、
江
見

次
郎
行
基
ら
。
左
、
後
方
に
は
馬
上

の
父
・
景
時
が
息
子
の
苦
戦
を
見
て

引
き
戻
る
姿
が
見
え
る
。

泰
平
の
江
戸
の
人
た
ち
は
、
軍
功

も
の
と
し
て
よ
り
は
、
文
学
性
に
富

ん
だ
。
簾
の
梅
の
故
事
“
の
精
神
性
を

も
て
は
や
し
た
。
人
形
浄
瑠
璃
、
歌

舞
伎
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
今
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
梶
原
父
子
は
平
家
の
公

達
・
重
衝
を
生
け
捕
っ
て
勲
功
を
た

て
た
。

と
こ
ろ
が
景
李
は
、
頼
朝
の
信
頼

を
得
て
側
近
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、

頼
朝
の
死
後
、
父
の
失
脚
と
共
に
反

逆
者
の
汚
名
を
き
せ
ら
れ
葬
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。
三
十
八
歳
と
い
う
男
盛

り
で
あ
っ
た
。

世
の
移
り
変
わ
り
か
、
人
の
な
せ

る
業
か
、
忠
臣
と
ま
で
い
わ
れ
た
風

流
武
士
の
哀
れ
な
最
期
で
あ
っ
た
。
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「源平盛衰記-の谷合戦」 (部分)一猛斎芳虎画

書
中
右
瑛
(
な
か
う
・
え
い
)

抽
象
画
豪
。
浮
世
絵
・
夢
一
一
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
一

九
三
四
年
生
ま
れ
、
神
戸
市
在
住
。
行
動
美
術
展

に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、
行
動
美

術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
内
山
質
、
半
と
ん
現
代
美
術

賞
、
兵
庫
県
文
化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受
賞
。

現
在
、
行
動
美
術
協
会
会
員
、
国
際
浮
世
絵
学
会

常
任
理
事
。
善
書
多
数
。



【
神
戸
港
"
中
突
堤
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
】

神
戸
港
第
四
突
堤
に
客
船

バ
ー
ス
と
し
て
ポ
ー
ト
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
完
成
し
た
の
は
、

一
九
七
〇
年
。
こ
の
時
期
の

神
戸
港
は
、
貨
物
貿
易
港
と

し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
、
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
と
並
び
世
界
の
三
大

港
と
し
て
名
を
馳
せ
た
全
盛

期
で
あ
っ
た
。

時
あ
た
か
も
、
世
界
の
港

湾
輸
送
革
命
が
進
み
コ
ン
テ

ナ
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

神
戸
港
は
い
ち
早
く
こ
れ
に

対
処
す
べ
く
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
を
造
成
し
、
続
い
て
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
と
港
湾
の
整

備
拡
充
に
遭
遇
し
、
名
実
と

も
に
日
本
一
の
港
を
誇
示
し
、

ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
港
と
し
て
栄

光
の
地
位
を
保
持
し
て
き
た
。

し
か
し
時
代
は
変
わ
り
、

日
本
の
企
業
は
、
そ
の
生
産

基
地
を
海
外
、
特
に
中
国
へ

の
シ
フ
ト
を
強
め
て
い
っ
た
。

同
時
に
、
こ
れ
を
受
け
て
ア

ジ
ア
諸
国
の
港
湾
整
備
も
飛

躍
的
に
進
展
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
神

戸
港
の
輸
出
貨
物
も
激
減
し
、

そ
の
上
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
貨
物
も
目
に
見

え
て
減
少
し
て
い
っ
た
。
最
早
、

栄
光
の
貨
物
貿
易
港
と
し
て

の
ス
テ
イ
タ
ス
は
な
い
に
等

し
い
。

二
十
一
世
紀
は
観
光
の
世

紀
だ
と
い
わ
れ
る
中
で
、
神

戸
の
偉
大
な
産
業
道
産
と
も

い
え
る
港
の
機
能
を
活
か
し
、

客
船
誘
致
に
力
を
入
れ
よ
う
、

さ
ら
に
は
神
戸
港
発
祥
の
地

と
も
い
え
る
中
突
堤
を
客
船

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
し
よ
う
、
と

こ
の
一
月
十
一
日
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
第

一
船
は
、
こ
の
日
大
勢
の
フ

ァ
ン
に
見
送
ら
れ
オ
セ
ア
ニ

ア
に
旅
立
っ
た
飛
鳥
だ
っ
た
。

【
春
の
神
戸
港
に

豪
華
客
船
が
続
々
と
】

三
月
に
は
、
続
々
と
外
国

客
船
が
神
戸
港
を
訪
れ
、
邦

船
と
合
わ
せ
十
五
隻
も
の
客

船
が
入
港
す
る
。
よ
う
や
く

神
戸
港
に
も
春
の
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
感
慨
も
ひ
と
し
お
。

【
飛
鳥
虹
の
お
披
露
目

寄
港
を
皮
切
り
に
】

先
ず
は
、
三
月
四
日
に
飛

鳥
Ⅱ
が
お
披
露
目
寄
港
。
こ

の
船
は
、
ご
承
知
の
と
お
り

ア
メ
リ
カ
で
ク
リ
ス
タ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
(
全
長
2
4
1

皿
、

5
0
,
1
4
2

亡
)

と
し
て

長
年
活
躍
し
て
き
た
客
船
で
、

従
来
の
在
来
客
船
の
二
倍
程

度
の
大
き
さ
だ
か
ら
、
い
よ

い
よ
日
本
も
ク
ル
ー
ズ
新
時

代
が
到
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

大
い
に
期
待
し
た
い
し
、
神

戸
港
で
も
歓
迎
し
た
い
も
の
だ
。

【
三
年
ぶ
り
に
寄
港
し
た

ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
2
】

ワ
ー
ル
ド
ク
ル
ー
ズ
の
途

上
で
、
三
年
ぶ
り
に
神
戸
港



突堤は、多くのQ巨2ファンで一杯

に
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
Q
E

2

(
全
長

2
9
4

肌
、

了
0
,
3
2
1
t
)
。
あ
い
に

く
の
曇
り
空
で
の
入
港
と
な

っ
た
が
、
そ
の
華
麗
な
姿
を

損
な
う
も
の
で
は
な
い
。

乗
船
員
や
乗
組
員
た
ち
は
、

久
々
に
外
国
船
客
を
迎
え
入

れ
る
神
戸
の
繁
華
街
を
、
港

町
ら
し
い
雰
囲
気
に
し
て
く

れ
た
。
次
の
寄
港
を
期
待
し

て
お
こ
う
。

.案

ポートターミナルに接岸したサガルビー

町

「
T
E
N
 
X

T
E
N
」

が
オ

ー
プ
ン
し
た
。

こ
こ
で
は
、
み

な
と
神
戸
の
新

し
い
文
化
や
経

済
活
動
の
拠
点

づ
く
り
を
目
指
し
、

神
戸
を
元
気
に
、

そ
し
て
感
動
に

出
会
え
る
場
に

し
よ
う
と
み
ん

な
で
頑
張
っ
て

い
る
。
客
船
で

賑
わ
う
中
突
堤

界
隈
に
ま
た
一

つ
新
し
い
拠
点

が
誕
生
し
た
こ

今月、 「エーゲ海・黒海沿岸クルーズ」シリーズはお休みします。ご了承ください。

「丁二臆
‾ 、

喜子 史一〇担

【
初
入
港
の
サ
ガ
ル
ビ
ー
】

内
装
の
豪
華
さ
か
ら
海
の

ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
と
呼
ば
れ

る
サ
ガ
ル
ビ
ー

(
全
長

1
9
1
m
、
2
4
・
4
9
2
亡
)
。

や
や
小
振
り
な
が
ら
Q
E
2

と
ほ
ほ
同
世
代
の
イ
ギ
リ
ス

の
銘
船
。
朝
日
を
受
け
て
入

港
し
て
く
る
伝
統
的
な
外
観
は
、

ま
さ
し
く
気
品
に
溢
れ
る
華

麗
な
容
姿
。

【
中
突
握
を
も
っ
と
楽
し
い

場
所
に
造
り
替
え
よ
う
】

一
万
二
月
二
十
三
日
、
中

突
堤
タ
ー
ミ
ナ
ル
北
側
の
空

き
倉
庫
を
改
装
し
て
、
一
〇

〇
人
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
う
波
止
場

と
に
な
る
。
み
な
と
神
戸
に

住
む
市
民
の
皆
さ
ん
、
他
都

市
の
市
民
が
持
ち
た
く
て
も

持
つ
こ
と
が
出
来
な
い
こ
の

港
と
い
う
大
き
な
資
産
を
、

自
分
達
の
力
で
も
っ
と
も
っ

と
楽
し
い
場
所
に
造
り
替
え

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

喜かみかわ しょうじろう

1 935年生まれ。

神戸大学卒。

神戸市に入り、消防局長

を最後に定年退職。

その後、関西学院大学、

大阪産業大学

非常勤講師を経て、

現在、フリーライター。
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2006 Spring&Summer

「 」。ヰ闘争

粥醐新田酬
開催! 5月4日(木)

北野坂特設ステージ・雨天時は5日に順延

1両生7叫:時へノん-・両性⊥高い

インフイオラータ神戸"北野坂開催中

の5月4日(木)に、神戸の有名セレクトシ

ョップとアパレルメーカーがプロデュー

スする、 2○○6年春・夏のファッションシ

ョーが北野坂の特設ステージにて開催

される。登場するのは「メティテラス」 「ル

イシャンタン」 「ISOLA」 「H.R.M.」。

花絵を舞台に繰り広げられる、モード感

溢れるショーが楽しめる。

また、期間中にはファッションショーの

ほかに、北野町広場でのパフォーマンス

やライトアップ、写真展など様々なイベ

ントも行われる。

GWの神戸・インフイオラータに出か

けてみよう。

閂懸滅椅■=
「 臨t調

輔
押

黙
重
言
平

鹿
勝
冒
器

(2005年KITANO COLLECTIONより)

Kitano Hot News

晒欝ラインの館

ヽ 、 ●

宝

∵議畢書
き

圏

◆工aすれJazz工i>e卸m5 (昧娘)
5月4日(木)

関西を中心に活動する5人のジャズミュージシャンぼって結成された「Ajims(昧娘)」些臨空特設誓二三
喜1stStage 「2:00-

2nd Stage 1 6:30-
ジャズでありながら、ラテンテイストでポップなサウンドを青空の下で。

◆インフイオラータ写真展 4月29円(土)-5月7日(日)

インフイオラータを撮り続ける「Kazu Nakamura」による軍兵展。

他に神戸の四季の風景写真も展示。

◆Pe重刑ance &上海でヅ
会場周辺で大道芸人による楽しいパフォーマンスが随時開催。

18:00へ21 :00に花絵のライトアップが行われ幻想的な花絵を楽しめる(最終日は17:30迄)

獲ラインの館

謙
眼圧『。し恥:噂(‾) 《壷。人脈Ⅲう旺】薄

三言弗∴寿∴∴三戸 少

神戸市中央区北野町2-8-1

丁E」O78置241-241 1 (代表〉

http:/lwww.kitano-garden.com/

炭焼料理 西洋料理
RES丁AURANT

毎秒
グーニー北野

神戸市中央区北野町2-7-1 8

リンズギャラリーB「F

丁EしO78-242-2562

国
スパニッシュカフェレストラン

ラス・ランブラス

神戸市中央区北野町3-6-17 アキラビルB「

TEL/FAXO78-222-3740

http:l/WWW.jin.ne.jp/JasI
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酬
i

日
回
回
回
書
臆
臆

有
馬
温
泉
観
光
協
会
青
年
部
平
成
十
八
年
度
リ
ー
ダ
1

田
中
公
。
一
さ
ん
に
イ
ン
タ
ピ
ユ
!

「
有
馬
温
泉
で
す
て
き
な
思
い
出
を
」

静寂さにつつまれた

くつろぎの循

国際観光旅館

陵楓闇
’IEし(078) 904-0675

72

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり味に集う

ARIMA

SuNNY SIDE Up

TENNiS CLUB

’IEし(078) 903-1024

瑞窄有息

衝両所
TEし(078) 904-0551

有
馬
温
泉
の
若
き
パ
ワ
ー
・
有
馬

温
泉
観
光
協
会
青
年
部
。
旅
館
の
若

だ
ん
な
を
は
じ
め
、
酒
屋
、
花
屋
、

み
や
げ
も
の
屋
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
に
就
く
、
4
0
才
以
下
の
メ
ン
バ

ー
が
集
ま
っ
て
い
る
。
今
年
度
の
リ

ー
ダ
ー
は
、
自
動
車
販
売
・
修
理
な

ど
を
営
む
田
中
モ
ー
タ
ー
ス
商
会
の

田
中
公
二
さ
ん
。
田
中
さ
ん
は
有
馬

で
生
ま
れ
、
元
町
の
旅
行
代
理
店
に

勤
め
た
後
、
震
災
後
に
有
馬
に
戻
り
、

家
業
を
継
い
だ
。
「
震
災
後
す
ぐ
に

親
父
が
倒
れ
ま
し
て
、
そ
の
と
き
に

は
有
馬
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
有
馬
は
小
さ
な
町
。
青
年
部
の

メ
ン
バ
1
も
、
ほ
と
ん
ど
が
子
供
の

頃
か
ら
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
人
た
ち

ば
か
り
。
そ
ん
な
狭
い
人
間
関
係
だ

か
ら
こ
そ
、
助
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
し
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

と
話
す
。

田
中
さ
ん
は
、
有
馬
温
泉
を
、
も

っ
と
福
祉
に
や
さ
し
い
町
に
し
た
い

と
話
す
。
坂
道
や
階
段
の
多
い
有
馬
。

「
階
段
を
な
だ
ら
か
に
し
た
り
、
有

馬
の
道
は
狭
い
の
で
、
町
な
か
を
歩

め有馳泉月光園

海塊飽
’IEし(078) 903-2255

諾篤7灘鴇

有馬一望・歴史の名湯

岩叢

向陽閻
’IEし(078) 9蝕鵜0501(代)

UEL ht申y//ww.hyoe.cojp



行
者
天
国
に
し
た
ら
、
お
年
寄
り
や

車
椅
子
の
方
が
も
っ
と
動
き
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
。

し
か
し
商
売
上
、
車
両
が
入
れ
な
い

と
大
変
な
お
店
も
多
く
、
な
か
な
か

難
し
い
よ
う
だ
。
「
理
想
ぽ
っ
か
り

言
っ
て
、
と
よ
く
言
わ
れ
る
ん
で
す

よ
。
け
れ
ど
、
理
想
を
唱
え
な
け
れ

ば
何
も
始
ま
ら
な
い
で
す
か
ら
ね
」
。

青
年
部
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
や

運
営
な
ど
の
ほ
か
、
全
国
各
地
の
観

光
地
や
温
泉
地
へ
出
掛
け
、
そ
の
地

の
人
々
と
交
流
し
、
情
報
交
換
や
勉

強
会
を
開
催
す
る
研
修
旅
行
も
行
な

っ
て
い
る
。
本
業
で
あ
る
自
動
車
販

沙
羅
の
先
と
一
接
琴
の

鑑
賞
会
へ
の
お
請
い

有
馬
温
泉
の
初
夏
の
風
物
詩
「
沙
羅
の

花
と
一
級
琴
の
鑑
常
会
」

は
、
念
仏
寺
に

咲
く
樹
齢
2
5
0
年
の
沙
羅
双
樹
の
花
を

観
賞
し
な
が
ら
、
抹
茶
と
当
会
限
定
の
茶

菓
子
を
い
た
だ
き
、
住
職
の
法
話
と
須
磨

一
絃
琴
の
演
奏
を
聴
く
風
流
な
イ
ベ
ン
ト
。

尊
前
お
申
し
込
み
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

日 時 6月18日(日)19日(月)

両日とも10時・12晴・14晴・16時開演の4回公演

場 所 念仏寺

人 数 各回とも先着100名桜

費 用 お〇人1,50〇円 ※抹茶"茶菓子・おみやげ付

申込み 往復ハガキに「代表者の氏名・住所・電話番号・参加人数・希望鑑賞日時

( ※第2希望まで) 」を記入の上、有馬温泉観光総合秦内所まで郵送

締切日 6月9日(金)

送り先 〒651 -1401神戸市北区有馬町790-3

有馬温泉観光総合案内所「沙羅の花と-絃琴の鑑賞会」宛
蜜078-904○○708

主 催 有馬温泉観光協会青年部

※会場が寺院のため、仏事行事が入った場合、中止になる場合があります。

有馬での会食・宴会は懐石料理・ステ

ーキが楽しめるいろり;亭「事態」で!!
(昼5000円-、被8000円-)

有馬温泉 政府登録国際観光旅館

銀水湛別館

母島
’IEし(078) 904-3656(代)

73

自然の恵みを

蕩けむりに伝える

政府登録国際観光旅館

古桑園
TEし(078) 904-0731

書

二三三千

田中公こさん

売
業
と
直
接
的
に
は
関
係
な
い
な
が

ら
も
、
有
馬
の
こ
と
を
考
え
、
走
り

回
る
田
中
さ
ん
。
す
べ
て
は
、
「
自

分
が
生
ま
れ
育
っ
た
有
馬
温
泉
が
良

く
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
願
い
か

ら
だ
。
「
有
馬
に
来
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
に
、
少
し
で
も
良
い
思
い
出

を
作
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
」

と
い
う

明
る
い
笑
顔
が
印
象
的
だ
。

日本の伝統
教範庭造りの館

董牧山
TEし(078) 904-0701

チェックイン13:00、アウト12:00

ゆっくりとお過ごしいただけます。

雅ただようくつろぎの鮒

一巾声明
TEし(078) 904-0781

会議セミナーからご家族づれまで

石島グランドホテル
TEし(078) 904-0181



甲南ジャーナルPresents

犀川ダ砂,薫孝

"
∵
千
国
五
十
言

ノ
ー
十
品
十
直
音

J
・
∵
-
」
▲

講
握
繰
欝
蟻
高
梁

覇
連
暫
覇
轟
等
諦

瞥
選
藩
寵
轡
漕
慰
襲
薬

毒
綻
轡
廟
璃
憂
曝
捜
索
、
組

蓬
避
轡
藩
撚
慰
蜜
で
暗
室
笠

.
繋
損
整
骨
童
審
憲
繭
黒
糖
潅

亀
義
勝
紫
哲
多
患
者
努
筒

塞
笠
曇
連
峰
惣
菜
豊
岡
時
槌
識
窪

惟
鯨
呼
圃
遂
担
架
崇
高
轟
け
雇
語

庸
掛
ぽ
瞳
を
荊
賛
時
遺
草

重
量
曜
電
幼
塑
ず
ら
で
連
中
、
-
駕
墜
千
や

胡
乱
毒
害
墓
園

纏
隷
露
嚢
漉
爾

藍
藻
逢
博
幾

蕊
叢
繊
寮
碧

喧
こ
窪
討
手
蜂
同
輩
圏

尊
書
.
尋
㌣
皇
帝
血
縁
議
書

2階は和風のカフェスぺ-ス

「甘味処芦美東(ろみ-な〉 」

生おかきを焼きたてで。

味わいもひとしお

言
語
清
ポ
ッ
と
丁
÷

i

つ
÷

」
一

宮
高
言
÷
幸
手

げんぶ堂

名
湯
・
城
崎

の
近
く
、
自
然

岩本和久社長(左)と、甲南ジャーナル・太田由美子(右)

の
妙
を
感
じ
る

天
然
記
念
物
の
洞
窟
、
玄
武
洞
か
ら

名
を
受
け
た
お
か
き
店
。
そ
の
名
の

通
り
本
店
は
豊
岡
。
芦
屋
店
は
2
年

目
を
迎
え
た
ば
か
り
だ
が
、
す
っ
か

り
味
に
う
る
さ
い
芦
屋
人
た
ち
の
ハ

ー
ト
を
掴
ん
で
い
る
の
は
、
そ
れ
が

「
本
物
」

だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

も
ち
米
は
国
内
産
の
ヒ
ヨ
ク
モ
チ
、

豆
は
丹
波
の
大
粒
黒
豆
、
醤
油
は
再

仕
込
の
天
然
醸
造
と
、
素
材
の
チ
ョ

イ
ス
は
厳
格
だ
。
精
米
し
た
て
の
も

ち
米
を
、
飽
和
蒸
気
で
蒸
す
。
経
験

と
勘
で
絶
妙
に
抱
い
た
お
餅
を
、
手

で
の
ば
し
て
粘
り
を
生
む
。
ゆ
っ
く

り
乾
燥
さ
せ
た
あ
と
は
、
木
箱
で
程

良
く
寝
か
す
。
そ
し
て
焼
き
色
を
頼

り
に
、
最
高
の
加
減
で
焼
く
。
素
朴

で
飽
き
な
い
味
わ
い
は
ち
ょ
っ
ぴ
り

懐
か
し
く
も
あ
る
が
、
し
か
し
洗
練

さ
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
ど
こ
か

社
長
の
岩
本
和
久
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
重
な
る
。
桜
ま
つ
り
の
日
、
岩

本
さ
ん
は
自
ら
生
お
か
き
を
焼
き
上
げ
、



置音 l音阪急神戸線

一書亭÷匡戸襲撃

用吊覇葉

‾計骨
董新書

音音
阪神本線

お
客
さ
ん
に
ふ
る
ま
っ
て
い
た
。
「
焼
き

た
て
は
美
味
し
い
で
す
か
ら
」
と
少
年

の
よ
う
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
…
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う
空
の
麓
か
ら
、

芦
屋
に
も
う
ひ
と
つ

「
純
真
」

な
味

覚
が
や
っ
て
来
た
。

①nformation

げんぶ堂

1階おかき処

/10時-19時

2階甘味処芦美菜
/1 1時30分-20時30分

芦屋市業平町8-1 7

阪急芦屋川、JR芦屋、

阪神芦屋各駅より徒歩約5分

0797-34-8525

http :lIwww. ge nbu do. co.jpI

詳言∴華二
リストランテ

ベl)葛ニ

青空を映す洒落た
カフェスペース

芦
屋
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
イ
タ
リ
ア

ン
と
の
呼
び
声
も
多
い
ベ
リ
ー
ニ
。

週
末
と
も
な
れ
ば
満
席
と
い
う
人
気

店
だ
。
創
業
以
来
2
0
年
も
ス
テ
イ

タ
ス
を
守
り
抜
い
て
き
た
の
は
、
味

覚
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
ゆ
え
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

支
配
人
の
久
保
年
史
さ
ん
は
、
お

客
が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
知
り

尽
く
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
き
め

細
や
か
で
さ
り
気
な
い
心
配
り
が
嬉

し
い
。
な
る
ほ
ど
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が

多
い
の
も
領
け
る
。
季
節
を
彩
る
新

鮮
な
素
材
も
、
世
界
中
か
ら
集
め
ら

れ
た
一
流
の
食
材
も
、
地
下
の
ワ
イ

ン
セ
ラ
ー
に
眠
る
ワ
イ
ン
も
、
料
理

75

人
の
確
か
な
腕
も
、
す
べ
て
は

「
最

高
の
お
も
て
な
し
」
を
供
す
る
と
い

う
明
確
な
方
向
性
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
ん
な
ベ
リ
ー
ニ
が
、
「
も
っ
と

カ
ジ
ュ
ア
ル
に
ベ
リ
ー
ニ
の
魅
力
を
」

と
、
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
オ
ー
プ
ン

し
た
。
ガ
ラ
ス
張
り
の
滴
洒
な
店
内

は
明
る
く
吹
き
抜
け
が
開
放
的
。
パ

ー
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
豊
か
で

魅
力
的
な
空
間
だ
。

敷
居
が
高
い
と
い
う
印
象
を
も
た

れ
が
ち
だ
が
、
実
は
暖
か
な
リ
ス
ト

ラ
ン
テ
だ
。
お
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、

是
非
一
度
こ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

Onformation

リストランテ ベリーニ

ランチ

/11時30分へ14時

ディナー

/1 7時30分-21時

木曜定休
芦屋市月若町2-「 7

阪急芦屋月I駅下車、

徒歩約2分

0797-32-1 777



ぴ
ど
ん

和
食
一
筋
の
大
将
が
、

最
後
に
開
い
た
庶
民
的
な
お
店

-
寿
司
処
友
乃
井
-

門
戸
厄
神
で
2
5
年
頑
張
っ
て
い

た
大
将
・
同
輩
弘
明
さ
ん
が
、
5
8
歳

を
迎
え
て
引
退
を
決
意
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
こ
こ
で
店
を
や
ら
な
い
か
と

友
人
か
ら
の
誘
い
。
「
娘
が
、
ぜ
ひ

や
っ
て
と
け
し
か
け
る
の
で
、
そ
ん

な
ら
も
う
一
花
咲
か
せ
よ
う
か
と
始

め
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
」
。
本

当
は
ゴ
ル
フ
や
、
孫
と
遊
ん
で
過
ご

そ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
と
。
い
や

あ
、
こ
ん

な
に
お
い

し
い
お
寿

司
が
食
べ

ら
れ
て
、

隠
居
を
止

め
て
く
れ

た
娘
さ
ん

に
感
謝
!

「
友
乃
井
」

が
名
付
け
、

味
。
大
将
、

は
娘
の
佐
藤
典
子
さ
ん

友
か
ら
友
へ
と
い
う
意

娘
さ
ん
と
も
に
威
勢
の

良
い
、
明
る
さ
が
魅
力
だ
。
清
潔
感

あ
ふ
れ
る
店
内
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
8

席
と
、
掘
り
ご
た
つ
式
の
座
敷
席
が

あ
る
小
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
空
間
。

お
昼
の
定
食
は
、
お
吸
い
物
と
デ

ザ
ー
ト
付
で
、
板
前
の
お
ま
か
せ

3
,
0
0
0
円
、
に
ぎ
り
1
,
0
0
0

円
、
盛
り
合
わ
せ
8
5
0
円
、

多
い
の
だ
と
か
。
夜
は
、
特
選
会
席

が
3
.
5
0
0
円
̃
と
か
な
り
お
手

ご
ろ
。
「
美
味
し
い
わ
!
」
と
言
う
と
、

そ
の
ひ
と
こ
と
が
生
き
甲
斐
で
す
、

と
岡
峯
さ
ん
。
若
い
人
も
、
安
心
し

て
食
べ
ら
れ
る
お
値
段
だ
が
、
口
の

肥
え
た
年
配
の
お
客
さ
ん
も
し
っ
か

り
満
足
し
て
帰
ら
れ
る
、
お
客
さ
ん

の
年
齢
層
が
幅
広
い
の
は
そ
の
た
め
。

お
酒
は
、
大
の
日
本
酒
党
の
娘
さ

ん
が
、
名
酒
を
揃
え
、
焼
酎
も
勉
強

し
な
が
ら
珍
し
い
銘
柄
を
仕
入
れ
て

い
る
。
J
R
元
町
駅
を
北
へ
、
鯉
川

筋
を
北
上
、
山
手
幹
線
と
の
交
差
点

少
し
西
。

76

厳選された素材と、技が光る綜選会席。
このボリュームで3,500円。ぜひ為すすめ。

松

花

堂

8
5
0
円
。

お
昼
の
松

花
堂
を
食

べ
て
、
次

こ を 席 は

夜

に

ス 会

い
た
だ

う
と
予

約
す
る
お

客
さ
ん
も

臆友乃井

神戸市中央区中山手通

4丁目1置11

山手エージハウス1 02

雪は078-321 -2805

11 :30-15:00 (14:30」.○○)

「 7:00-23:00 (22:30」〇〇〇)

月曜休(祝日の場合は翌日休)



十、焔偽o 最華0

六甲旧二散歩子音

第1。回レストランシ王・サダ

鈴木正幸
のγ′′方言l刻々i

く神戸太宰名誉教授)

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
西
久
保
節
文

さ
ん
は
、
東
京
の
ホ
テ
ル
で
修
行
を

は
じ
め
、
広
島
、
神
戸
の
名
門
ホ
テ

ル
で
料
理
長
を
つ
と
め
て
い
た
名
シ

エ
フ
。
父
上
は
北
野
ク
ラ
ブ
で
料
理

長
を
し
て
い
た
と
い
い
、
自
身
も
、

レ
ス
ト
ラ
ン

「
ジ
ャ
ン
・
ム
ー
ラ
ン
」

の
美
木
氏
を
は
じ
め
各
ホ
テ
ル
の
料

理
長
、
業
者
ら
を
集
め
て
フ
ラ
ン
ス

料
理
研
究
会
を
発
足
す
る
な
ど
、
料

理
界
で
活
躍
し
て
き
た
。
そ
ん
な
シ

ェ
フ
が
地
元
の
六
甲
に
8
年
前
に

オ
ー
プ
ン
し
た
、
隠
れ
た
本
格
フ
ラ

ン
ス
料
理
店
で
あ
る
。

私
は
何
と
い
っ
て
も
ソ
ー
ス
が
ち

が
う
と
思
う
。
デ
ィ
ナ
ー
は
、
す
べ

て
お
ま
か
せ
に
し
て
い
る
。
そ
の
日

に
一
番
良
い
食
材
を
使
っ
て
料
理
し

て
も
ら
え
る
の
で
、
安
心
で
き
る
。

こ
の
本
が
出
る
5
月
頃
に
は
、
イ

ト
ヨ
リ
、
カ
サ
ゴ
、
ク
ロ
イ
サ
キ
、

ハ
モ
な
ど
が
旬
を
迎
え
る
と
か
。

遠
方
か
ら
訪
れ
る
お
客
さ
ん
は
多

い
が
、
地
元
の
人
が
案
外
知
ら
な
い

の
が
惜
し
い
。
ぜ
ひ
行
っ
て
ほ
し
い

と
思
う
。
J
R
六
甲
道
を
北
西
へ
、

一
本
目
の
道
の
角
に
あ
る
寿
司
店
を
、

西
へ
入
り
、
1
分
ほ
ど
歩
く
と
、

こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
、
お
し
ゃ
れ
な

店
構
え
と
フ
ラ
ン
ス
国
旗
が
目
じ
る

し
。

密室星ヽ葛"音「

マトタイの野菜風味サフランソース、奥はカニとアボガド、トマトのミルフィーユ

西久保シェフ(右端)とスタッフのみなさん

シ工・サダ
神戸市灘区稗原町1丁目3-21

1露O78-821 -6765

ランチ11:30-14:30(14:00」.○○)

ディナー17:30-22:00(21:00」〇〇〇)

月曜休

77
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異人館の並ぶ北野町で羽

を休めるホシミスジ、汐留

シオサイトの高層ビル街の

グロアゲハなど、東京と神

戸で出会った蝶を、自然光

のもとに撮影した作品20数

点を展示。

写真家・関洋は、都市に

住む可憐な蝶を撮影、新聞

や雑誌、テレビなどで、身

近な自然を紹介し話題を集

めている。

神戸では、蝶の名のつく南

京町ギャラリー「蝶屋」で

毎年1回個展を開催。都会で

出会う小さな命に心洗われる。

「小さな命の輝きⅧ」

5/25 (木)一30 (火)

1 1 :00-19:00 (最終日17:00まで)

南京町ギャラノー 蝶屋

(中央区栄町通2-8-10)入場無料

音南京町ギャラリー蝶屋
雪は078-331 -3387

北野、三宮、元町のジャズライ

ブハウスが参加するジャズウオ

ーク。

会場となる店は、ソネ、Basin

Street、 Green Dolphin、 Elliels、

Midnight Sun.Satin Doll、

Day by Day, Great Blue、 Holly’s、

ヘンリー、Goodman、YIs Road、

Bar Martini、アブロウズ、サロン・

ド・ソネ、萬屋宗兵衛、Just In

Time。各店3ステージ(入れ替

え制)。各会場とも1ド)ンク付き

l,000円。

オープニング会場はNHK神

戸放送局トアステーション。

11:00へ12:00、出演は中曽根

実(pf)、井手正雄(tb)他。オー

プニング会場のみ入場無料。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
登
場
す
る
中
曽
根
実

第2回

春の神戸ジャズウオーク

5/14(日)

ライブハウス「ソネ」 、 「Mi軸ght Sun」 、

「Great Blue」 、 「ヘンリー」 、 「E=ie’s」

ほか神戸市内の各会場

「3:00-/14:30-/16:00- (入替え制)

1.000円〈1ドリンク付)

臆神戸ジャズC ITY委員会

ジャズライブハウス

「サテンドール」内

密078-242-01 00

1910年代、キューバで白人系

の音楽と黒人系のリズムを融合

させた「ソン」という音楽が生まれ、

それをベースにチヤチヤ、マンボ

が誕生。これらの音楽をベース

に踊るダンス「サルサダンス」が

キューバに渡り、ダイナミックでセ

クシーな「キューバンサルサダンス」

が誕生した。

ハバナ出身のダンサー・

IVANによるキューバンサルサ

パーティが、神戸のダンス・ライブ

スペース「ボストンクラブ」で開催。

毎月第4日曜日に、IVANによる

サルサパーティ、レッスン(17:(調へ)

が開かれている。

iVAN

iVAN

キューバンサルサPARTY

5/28(日) 18:30開演

ボストンクラブ

(」R神戸駅北側高架沿い東へ)

1,500円(1ドノンク付〉

臆ボストンクラブ

密078-341 -2203

大胆な色遣いと詩的な構図。

鯉塔世(り たまよ)のステンドグ

ラスの展覧会が、ギャラリー北

野坂の2フロアで開かれる。

3階はゴールテン)トリバーの「フ

ランク」の淡い恋物語「フランク

とルーシー」のストーl)葛を描い

たステンドグラスを展示。この物

語とステンドグラスは、絵本となり

会場で販売される予定だ。また、

4階ではファンタジーステンドグラ

スの世界が広がる。

ピュアな心で強い思いを美し

いガラスに込めた作品が、あな

たをファンタジーの世界へ誘う。

Lee presents a Fantasy

鯉辞世
ファンタジー・ステンドグラス展

5/30(火)一6/4(日)

GALLERY 北野坂

(中央区山本通1-7-17)

1 1 :00-18:00 (最終日17:00まで)

入場無料

臆GALLERY北野坂

密078-222-551 7



ライブハウススケジュール

ジャズライブ&レストランSONE

「(月)杉山千絵&トリオ

2(火)辛島すみ子&トリオ

3(水)新井雅代&トリオ

4(木)北荘桂子&トリオ

5(全)大越理加&トリオ

6(土)北海桂子&トリオ

7(日)ロイヤル・フラッシュ・ジャズバンド

8(月)浅香久志&トi)オ

9〈火)宮野英子&トリオ

10(水)ロアナ・シーフラ&トリオ

11(木)北濃良性&トリオ

12(全)北荘桂子&トリオ

「3(土)新井雅代&トリオ

14(日)鍋島直和クワルデット十大越理加

15(月)ロアナ・シーフラ&トリオ

16(火)キャンディー浅田&トリオ

17(水)溝口恵美子&トリオ

18(木)古谷充クワルテット&トリオ

19(金)新井雅代&トリオ

20(土)ジャネット&トリオ

21 (日)八木隆幸トリオ十新井雅代

22(月)かねだたつ子&トリオ

23(火)石本望&トリオ

24(水)猿丸詩庸子&トリオ

25 (木)長谷川元伸クワルテット十大越理加

26(全)辛島すみ子&トリオ

27(土)大越理加&トリオ

28(日)井手厚トリオ十北荘桂子

29(月)ロアナ・シーフラ&トリオ

30(火)若宮美和&トリオ

31 (水)大越理加&トリオ

園JAZZ LlVE & RESTAURANT SONE

北野坂 密078-221-2055

http:〃kobe-SOne.COm

★ステージ18:50-23こ00 計4回

★ミュージックチャージ900円

クラシックライブハウスピアジュリアン

2 (火)榎田雅祥(フルート).馬戸真由美(フルート),

藤沼優子(p)

4(木)江口陽子〈チェロ),村上明美(p)

7(日)武田有賀(p)ソロ

10(水)近野賢-(l母トン),藤江圭子(p)

11 (木)ビルマン良弓光&大竹貴子(ヴァイオリンデュオ)

12(全)谷本華子(ヴァイオリン),鈴木華童子(p〉

13 (土)多田理恵子(ソプラノ),醸江圭子(p)

14(日)金子鈴太蝕(チェロ),田中絵理(p)

79

16(火)三瀬由起子(ヴァイオリン)樋田浩徳(p)

17(水)ゆうきじゅん 釈恵-

18 (木)藤村巨人(I〈リトン).長谷智子(p〉

19 (全)谷本華子(ヴァイオリン),金子鈴太郎(チェロ)

鈴木華妻子(p)

20(土)南部靖佳(フルート)山本アキ(p)

21 (日)岩渕晴子(ヴァイオリン),文吉奈緒子(p)

24 (水)西谷牧人(チェロ).鳥羽丑夫子(p)

25(木)清原邦仁(テノール).尾崎比佳子(ソプラノ),

藤江圭子(p)

30(火)安藤英子(フルート)植田浩徳〈p)

31 (水)三好哲郎(コントラバス)

藤井はるひ(ヴァイオリン)

25日に出演する

尾崎此佐子

菓クラシックライブハウス PIA Juiien

三宮駅北側近藤ピル9階(1階マクドナルド) 9陪

審078-39十8081月曜定休

http:/Ipia-juiien.com

★ステージ19:30/21 :00 (計2回)

ジャズクラブHo=y’s

4(木)山口工ミ(∨)他

5(全)ゴスペルthe Earth Bo「n

6(土)小泉裕子(p)他

11 (木〉辻仕事(p),木村知之(b),大我〈d),

三木俊彦(Asax)

12(全)あべやすこ(∨)他

13(土〉 奥村彩(Vib)他

18(木)山本容子(p),東川鋸雄(sax),阪口典右(b)

中島幹雄(d)

19(全)鈴木久美子(sax),林りえ(v)某月惟他(b)

20(土)河本江聞手(∨)他

25(木〉セッションナイト(楽譜ご持参下さい)

26(金)元木美穂(v),小泉裕子(p),奈良原裕「(b)

富樫窒(d〉

27(土)抑留部洋美(∨)他

漢KOBE JAZZ CLUB Holiy’s

三宮駅北徒歩7分、新神戸駅南徒歩7分

加納町 密078-251-5147

http :〃kobe- h o =ys ,COm

LIVEHOUSE BIGAPPLE

「 (月)葦泰旗(as),角正之(dance)

5(全)碗見淳(mac)他

6(土)ブルース"アイゼン/(イ工ル(g)l「om NewYo「k

「「 (木)武藤祐志(g),清野巧巳(g).石垣篤友(b),

松田G○○i広士(ds)

12(金)武藤掠志(g点青野巧巳(g)Duo

14(日〉 「ゑでゐまあこん」ゑでゐ穀雨磨(歌・g〉他

「jemy on肌e planet」オ二マル(g)他

「5(月〉 「三田村暫打田?」飯野弥生(as)他

17(水〉 igziト而e

18(木) 「ぶちがみとふなと」渕上純子(vo)船戸博史(b)

19(全)李浩腿(vo)岡野裕和(b)

20(土)山下真理(vib)安部大輔(g)Duo

21 (日)荒崎英一郎BiGBAND

22(月)小銭暮剛(ds)ハジメ(p),翻封入(b)以上

(「omミドリ

24 (水) 「5Teno「s」荒崎英一郎、服部利-、登敬三、

武井努、里村稔((S)

25 (木)春眠裕美子〈p)寓恭隆(b)松田Go「広士(ds)

26 (全)石川マギ(うた),柴田奈怒(ヴァイオlノン)他VS

柴田奈緒(うた) ,柴田奈語(ヴァイオリン)

28 (日)ひきたまドゥンドゥンサラサCD発売記念Live

金子鉄心

臆LIVE HOUSE BiGAPPLE

トアロード/北野ホテル向かい・トアハイツ地下1陸

田078-251 -7049
ht中仙巳kkoame.ne.jp〃big-aPPle/

★18:00へOPEN/1 9:30-LiVE



ポケットジャーナノ

か
わ
い
い
う
さ
ぎ
の

絵
画
展
と

記
念
コ
ン
サ
!
ト

芦
屋
の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
樹
」
で

5
月
1
7
日
永
)
̃
6
月
的
日
(
土
)
、

≡
は
る
き
堂
」
赤
崎
晴
樹
"
う

さ
ぎ
と
は
な
"
の
作
品
展
』
が
開

催
さ
れ
る
。
う
さ
ぎ
愛
好
家
の

雑
誌
の
イ
ラ
ス
ト
を
手
が
け
る
赤

崎
さ
ん
の
、
や
さ
し
い
タ
ッ
チ
の
う

さ
ぎ
の
絵
は
、
思
わ
ず
示
わ
い
い
⊥

と
声
を
上
げ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
期
間
中
の
5
月
2
0
日
へ
土
)

に
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
樹
2
周
年
を

記
念
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ

る
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
1
2
時
̃
で
ラ

ン
チ
・
ド
リ
ン
ク
付
2
・
0
0
0
円
、

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
は
1
5
時
0
0
分
̃
で

ケ
ー
キ
・
ド
リ
ン
ク
付
1
.
5
0
0

円
(
要
予
約
)
。
赤
崎
さ
ん
も
ギ

タ
ー
を
弾
く
。

漢
ギ
ャ
ラ
リ
ー
樹

芦
屋
市
前
田
町
了
i
1
 
4

(
」
R
甲
南
山
手
駅
よ
り
南
側
の
線

路
沿
い
を
東
へ
徒
歩
約
7
分
)

営
業
時
間

1
 
1
時
0
0
分
̃
1
 
7
時
(
日

月
火
体
)

蜜
0
7
9
7
i
3
1
i
7
5
2
8

地
域
と
学
生
が
楽
し
く

「
灘
チ
ヤ
レ
、
イ
ン
2
0
0
阜

度
災
の
年
に
、
街
を
元
気
づ
け

よ
う
と
始
ま
っ
た
「
灘
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

は
、
地
域
と
学
生
が
一
体
と
な
っ
て

開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
。
神
戸
大

学
有
志
と
、
地
元
の
商
店
街
、
デ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
Y
M
C
A
、
小
規

模
作
業
所
、
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー

な
ど
約
4
0
団
体
が
参
加
し
て
い
る
。

今
年
は
、
6
月
4
日
(
日
)
に

都
賀
川
公
園
に
て
開
催
さ
れ
る
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
川
床
に
設
置

さ
れ
、
落
語
研
究
会
や
合
気
道

演
舞
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
社

会
問
題
に
関
す
る
風
刺
劇
や
、
ビ

ン
ゴ
大
会
な
ど
が
企
画
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
子
ど
も
が
参
加
で
き

る
ゲ
ー
ム
大
会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
、
楽
し
い
企

画
が
周
辺
一
帯
で
開
催
さ
れ
る
の

で
、
地
元
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
ほ
し
い
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
出
店
者
を
募
集
中
。
締
切
は

5
月
3
1
日
(
水
)
、
下
記
の
実
行

委
員
会
ま
で
お
申
し
込
み
を
。

灘
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
○
○
6

6
月
4
日
(
日
)
1
 
0
時
̃
1
 
6
暗

部
賀
川
公
園
(
神
戸
市
灘
区
神
ノ
木
通
)

(
阪
急
六
甲
、
」
R
六
甲
道
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
徒
歩
1
 
0
分
)

喜
灘
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
0
6
実
行
委
員
会

神
戸
市
灘
区
鶴
甲
1
・
2
・
「

神
戸
大
学
学
務
部
学
生
生
活
課

神
戸
大
学
学
生
震
災
救
援
隊
内

密
0
7
8
・
8
8
1
i
4
7
5
5

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

2
階
に
遊
び
と
展
示
の

「
聖
「
N
S
P
>
○
巾
」

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
2
階

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ア
ー
ケ
ー
ド
「
パ
レ

ビ
ア
ン
カ
」
に
あ
る
イ
ン
テ
リ
ア
洋

品
と
雑
貨
の
お
店
「
ワ
ー
ル
ド
イ

ン
テ
リ
ア
」
の
奥
に
、
展
示
や
教
室

な
ど
に
使
え
る
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス

「
容
↓
Z
S
鴫
A
C
E
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。

「
私
の
名
前
ら
し
く
、
プ
チ
な

る
空
間
で
す
。
遊
び
と
展
示
に
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
と
、

オ
ー
ナ
ー
の
長
浜
律
子
さ
ん
。
オ

ー
プ
ン
記
念
に
、
迫
平
陽
子
さ
ん

の
版
画
展
が
開
か
れ
、
落
ち
着
い

神
戸
波
の
会

「
風
薫
る
コ
ン
サ
!
卜
」

「
美
し
い
日
本
の
こ
と
ば
と
う

た
を
」
と
、
日
本
の
歌
曲
や
叙
情

歌
を
歌
い
続
け
て
い
る
神
戸
波

の
会
が
、
第
u
回
「
風
蘇
る
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
す
る
。
若
く
み

ず
み
ず
し
い
感
性
で
歌
う
叙
情

歌
、
初
披
露
の
作
品
な
ど
が
発

表
さ
れ
る
。
出
演
は
、
岡
田
征
士

郎
(
バ
リ
ト
ン
)
、
荒
田
祐
子
(
ソ

プ
ラ
ノ
)
ほ
か
。
有
川
隆
子
、
猫
澤

文
人
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。

5
月
2
1
日
(
日
)
1
4
時
開
演

2
,
0
0
0
円

神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

3
階
ホ
ー
ル

(
I
R
神
戸
駅
前

プ
ロ
メ
ナ
神

戸
か
ら
東
へ
)

80

春 愛のささやき(うさぎ百景第66)

灘チャレンジ2005のステージ

展示や教室に使えそうなスぺ-ス

荒田祐子



た
ス
ペ
ー
ス
に
、
渋
い
色
彩
の
作
品

が
映
え
て
い
た
。
展
示
会
の
場
合

の
会
場
費
、
使
い
方
な
ど
は
応
相

談
。
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高
岡
加
奈
さ
ん
の

ハ
ッ
ピ
ー
な
個
展

本
誌
昨
年
了
月
号
の
わ
r
〔

宝
e
w
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご
紹
介
し
た

高
岡
加
奈
さ
ん
の
個
展
が
開
催

さ
れ
る
。

ジ
ュ
ー
ス
瓶
の
か
け
ら
で
作
っ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
人
気

が
高
い
高
岡
さ
ん
。
今
回
は
吹
き

ガ
ラ
ス
の
作
品
も
会
場
を
飾
る
。

テ
ー
マ
の
「
<
ざ
O
n
S
」
O
y
e
亡
S
e

ヨ
e
n
三
に
は
「
楽
し
く
生
活
し

よ
う
!
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

明
る
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元
気
な
作
品
た
ち
が
、

あ
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る
-
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帰
国
子
女
の
体
験
伝
え
る

関
西
帰
国
生
親
の
会

「
か
け
は
し
」

近
畿
各
地
で
、
海
外
か
ら
帰

国
し
た
子
ど
も
を
持
つ
母
親
が

集
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・

関
西
帰
国
生
親
の
会
「
か
け
は
し
」

が
発
足
し
た
の
は
1
9
8
4
年
。

当
時
は
、
帰
国
生
を
受
け
入
れ

る
学
校
が
ま
だ
少
な
く
、
情
報

も
わ
ず
か
だ
っ
た
た
め
、
自
分
た

ち
の
経
験
を
、
後
に
帰
国
し
て
く

る
人
々
に
役
立
て
よ
う
と
、
以
降

毎
年
「
帰
国
生
へ
の
学
校
案
内
」

を
発
行
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
会
報
の
発
行
や
、

講
演
会
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
親
睦

会
な
ど
を
通
じ
て
、
会
員
同
士
の

情
報
交
換
、
と
り
わ
け
、
帰
国
後

の
子
ど
も
た
ち
の
言
語
や
、
教
育

の
問
題
点
な
ど
、
経
験
を
も
と
に

し
た
情
報
提
供
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
海
外
で
の
生
活
経
験
の
あ

る
方
、
い
ず
れ
海
外
に
移
住
し
た

い
と
考
え
て
い
る
方
な
ど
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
を
。

会
費
は
、
会
報
送
付
と
イ
ベ
ン

ト
等
開
催
の
通
知
を
受
け
ら
れ

る
「
普
通
会
員
」
が
年
間

1
・
0
0
0
円
(
半
年
5
0
0
円
)
。

滞
在
国
の
情
報
提
供
、
会
報
の

発
行
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
ヘ
ル
プ

等
を
担
当
す
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
員
」
も
募
集
さ
れ
て
い
る
(
年

間
1
,
0
0
0
円
)
。
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長
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晶
子
さ
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、
高
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ま
や
子
さ
ん
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神
戸
の
本
棚

在
日

修
羅
の
詩

茂
山
貞
子

神
戸
の
名
門
ク
ラ
ブ
「
薔
薇
と

薗
徽
」
が
4
月
2
8
日
で
閉
店
、
茂

山
貞
子
マ
マ
が
、
自
身
の
激
動
の

半
生
を
本
に
綴
っ
た
。
「
私
の
身

体
の
中
に
は
日
本
人
の
血
は
一
滴

も
流
れ
て
い
な
い
。
な
の
に
日
本

語
し
か
話
せ
な
い
韓
国
人
」
I
。

逆
境
に
お
か
れ
て
も
闘
い
続
け

た
女
性
の
生
き
様
。

在
日
修
羅
の
詩

鷹
山
魔
手

悩
み
は
私
へ
の
贈
り
物

色
彩
心
理
学
入
門

高
橋
佳
子

色
彩
心
理
学
博
士
号
を
も
つ

著
者
が
、
学
問
と
し
て
認
め
ら
れ

た
「
色
彩
心
理
学
」
の
理
論
を
通

し
て
、
「
私
」
と
い
う
個
の
あ
り
方

を
問
い
、
「
私
」
を
表
現
す
る
方

法
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
「
色
は
ビ
タ
ミ

ン
剤
よ
り
も
効
く
栄
養
剤
」
「
私

に
し
か
な
い
美
を
外
に
向
け
て
表

現
す
る
」
な
ど
。
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